平成２９年度 認定実技審査要領「平成２４年度改訂版」勉強会
質疑応答
· 柔道整復実技関連

質問１
整復実技審査の評価２の口述の能力の出題について、平成３０年度からは自校審査員が出題することになっているが、平成２９年度については自校、派遣どちらの審査員が出題しても良いのか。また、口述の出題を自校審査員のみにすると、事前に学生と打ち合わせて質問内容を絞るようなことが可能になってしまい、公平な審査にならない可能性があるのではないか。
回答１

平成２９年度については審査要領「平成２４年度改訂版」を元に審査しますので、当日の事前打ち合わせの段階で自校、派遣どちらの審査員が口述の質問を行うか決めてください。

また、平成３０年度からは口述の質問を自校審査員が行うことにしたのは、質問の聞き取りやすさ等、受審者がなるべく緊張しない審査環境を考慮したためです。もし、口述の質問で同じ質問が繰り返されるなど、不正が疑われる場合には意見交換会で発言していただくと共に、審査環境アンケートに記載してください。また、派遣審査員からも質問することを提案していただく、財団にご報告いただく等のご対応をお願いいたします。
質問２
整復実技の審査で、実技が早く終わり、口述の問題に進んだ際に受審者が解答に詰まり長時間黙ったままになってしまった場合、６分まで待つべきか、ある程度で切り上げるべきか、どのように対応すればよいか。
回答２
もし解答できた場合には１点が加算されますので、規定どおり６分までは待ってあげてください。
1

